
中部産業遺産研究会  シンポジウム 「日本の技術史をみる眼」 第４０回

後援：愛知県教育委員会・名古屋市教育委員会・産業遺産学会・日本産業技術史学会・ 一般社団法人 日本機械学会・一般社団法人 中部産業連盟

　　　公益財団法人 中部圏社会経済研究所・ 一般社団法人 中部経済連合会・公益社団法人 日本技術士会中部本部・名古屋工業大学ごきそ技術士会

協力 ：中部産業遺産研究会中部産業遺産研究会主催 ：

２０２３年２月１９日（日）  午後１時～午後４時５０分

・名  鉄：名古屋本線「栄生駅」下車、徒歩３分
・なごや観光ルートバス“メーグル”：名古屋駅バスターミナル１１番のりば
　「なごや観光ルートバス“メーグル”」乗車　「トヨタ産業技術記念館」（敷地内）下車すぐ
・タクシー：「名古屋駅」から５分

・名古屋高速 6号清須線「明道町出口」から 5分程度。
・名古屋高速都心環状線「丸の内出口」から 10 分程度。
無料駐車場（乗用車２２０台、バス１０台）

公共交通機関をご利用の場合

お車をご利用の場合

技術史のおもしろさ再発見

写真：小牧で最終組立が行われた YS-11 量産初号機 (JA8610)、茨城県筑西市の「科博廣澤航空博物館」にて保存・展示中。

技術史のおもしろさ再発見



技術史のおもしろさ再発見技術史のおもしろさ再発見技術史のおもしろさ再発見

奧村正二著『技術史をみる眼』(1977 年）

 本シンポジウム「日本の技術史をみる眼」は、

奧村正二氏の著作『技術史をみる眼』」に触

発され 1982 年に始まった。


